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①
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
り
あ
け
荘
を
継

続
し
た
理
由
と
、
②
選
定
基
準
を
市
内
の
業

者
に
限
定
し
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

　
　

①
高
齢
者
福
祉
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
し
て
、
島
原
市
内
に
お
け
る
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
必
要
性
や
有
効
性
は
高
い
と
考
え

た
。
②
他
市
の
例
を
調
べ
る
と
応
募
が
少
な

か
っ
た
た
め
、
市
内
に
限
定
せ
ず
県
内
と
し

た
が
、
募
集
の
説
明
会
に
は
十
四
団
体
が
来

て
、
七
つ
の
団
体
か
ら
申
請
が
あ
り
、
予
想

を
超
え
る
結
果
で
あ
っ
た
。

　
　

精
霊
流
し
実
施
協
議
会
で
の
議
論
の
ポ

イ
ン
ト
と
、
現
在
、
市
が
取
り
組
ん
で
い
る

事
は
何
な
の
か
。

　
　

精
霊
流
し
実
施
協
議
会
で
は
、
船
回
し

に
議
論
が
集
中
し
、
船
回
し
の
場
所
の
確
保

は
、
実
施
協
議
会
が
警
察
と
協
議
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
ま
た
、
市
で
は
精
霊
船
及
び
台

車
作
製
の
補
助
と
、
担
ぎ
手
の
支
援
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

三
会
地
区
に
出
店
予
定
の
大
型
店
舗
ト

ラ
イ
ア
ル
は
い
つ
オ
ー
プ
ン
で
、
地
元
業
者

へ
の
影
響
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

来
年
の
一
月
二
十
一
日
オ
ー
プ
ン
予
定

で
あ
る
。
中
心
商
店
街
や
北
門
の
商
業
施
設

と
の
競
争
が
激
化
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

北
門
か
ら
市
役
所
ま
で
の
国
道
沿
い
の

電
線
地
中
化
の
話
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

概
要
な
の
か
。

　
　

県
が
整
備
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
事

業
期
間
は
約
五
年
、
総
事
業
費
は
十
億
円
余

り
で
、
市
の
負
担
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

島
原
出
身
者
の
同
窓
会
を
積
極
的
に
や

っ
て
も
ら
う
仕
掛
け
が
で
き
な
い
か
。

　
　

二
十
二
年
度
、
二
十
三
年
度
に
ふ
る
さ

と
里
帰
り
再
会
事
業
を
行
っ
た
実
績
も
あ
り
、

全
国
で
も
同
窓
会
の
開
催
経
費
を
支
援
し
て

い
る
事
例
も
あ
る
が
、
本
市
で
も
島
原
で
多

く
の
同
窓
会
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
方

策
を
検
討
し
た
い
。

　
　

庁
舎
は
商
店
街
の
活
用
な
ど
、
機
能
を

分
散
さ
せ
る
の
か
、
一
カ
所
集
中
な
の
か
。

　
　

有
明
地
区
、
大
手
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の

あ
り
方
を
踏
ま
え
、
議
会
と
も
相
談
し
な
が

ら
進
め
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
　

◇
元
気
な
高
齢
者
を
つ
く
る
た
め
に
、

　
　
　

何
が
必
要
か
を
問
う
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議員

選
挙
期
間
中
に
聞
い
た
話
題

に
つ
い
て

定
住
人
口
増
加
の
た
め
に

同
窓
会
を
活
性
化
さ
せ
て
は

実践クラブ

生田　忠照

　
　

選
挙
権
が
十
八
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
学
校
教
育
の
中
で
政
治
に
関

心
を
持
つ
よ
う
な
教
育
も
必
要
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。
ま
た
、
長
与
町
の
小
学
校
で
県
内

初
の
模
擬
投
票
が
実
施
さ
れ
た
が
、
本
市
で

実
施
す
る
計
画
は
な
い
の
か
。

　
　

学
習
指
導
要
領
に
よ
り
国
の
政
治
や
選

挙
の
仕
組
み
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
る
。
模

擬
投
票
に
つ
い
て
は
、
今
の
段
階
で
は
特
に

計
画
は
し
て
い
な
い
。

　
　

国
の
地
方
創
生
政
策
に
お
い
て
、
企
業

を
地
方
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
Ｉ

Ｔ
関
連
の
企
業
な
ど
を
誘
致
で
き
な
い
か
。

　
　

Ｉ
Ｔ
関
連
の
企
業
誘
致
は
、
ネ
ッ
ト
環

境
を
整
え
れ
ば
可
能
な
た
め
、
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
を
整
備
し
て
、
都
会
と
田
舎
の
距
離
的

格
差
を
埋
め
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。

　
　

若
者
が
安
心
し
て
仕
事
し
暮
ら
し
て
い

く
に
は
、
事
業
所
の
理
解
と
協
力
が
必
要
だ

が
、
子
育
て
を
し
て
い
る
方
の
職
場
へ
の
支

援
制
度
は
な
い
の
か
。

　
　

国
の
補
助
制
度
と
し
て
、
妊
娠
、
出
産
、

育
児
を
理
由
と
し
た
離
職
者
を
雇
用
し
た
場

合
、
月
額
最
大
四
万
円
支
給
さ
れ
る
雇
用
奨

励
金
、
ま
た
母
子
家
庭
の
母
親
を
雇
用
し
た

場
合
は
、
年
額
最
大
六
十
万
円
が
支
給
さ
れ

る
特
定
就
職
困
難
者
雇
用
開
発
助
成
金
制
度

が
あ
り
、
重
複
受
給
が
可
能
で
あ
る
。
ま

た
、
税
の
優
遇
措
置
や
職
場
環
境
づ
く
り
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
も
あ
り
、
本
市
と
し

て
も
こ
れ
ら
の
周
知
を
図
り
た
い
。

　
　

病
児
・
病
後
児
保
育
制
度
の
島
原
市
の

現
状
と
今
後
の
予
定
、
ま
た
病
院
等
で
の
実

施
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

本
市
で
は
、
病
後
児
対
応
型
を
市
内
二

カ
園
で
、
一
歳
か
ら
小
学
校
低
学
年
ま
で
を

対
象
に
実
施
し
て
い
る
。
病
院
で
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
人
材
や
財
源
の
確
保
な
ど
多
角

的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

消
防
団
員
の
減
少
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

団
員
が
ふ
え
て
い
る
が
、
今
後
の
消
防
団
の

充
実
・
強
化
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

協
力
事
業
所
の
認
定
や
団
員
雇
用
の
事

業
所
に
入
札
制
度
で
の
付
与
点
の
付
加
な
ど

を
行
い
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
等
で

も
団
員
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
装

備
・
器
具
等
の
充
実
を
図
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

QQQ AA

Q Q AA A

議員

選
挙
投
票
率
の
低
迷
と
十
八

歳
か
ら
の
選
挙
権

若
者
の
働
く
場
所
を
ど
う

確
保
す
る
か

高
潮
対
策
、
浸
水
対
策
、
消

防
団
等
の
防
災
対
策
強
化

働
き
な
が
ら
の
子
育
て
支
援

庁
舎
建
設
に
つ
い
て

バラの会

楠　　晋典
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